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転
換
期
を
迎
え
た

老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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団
塊
世
代
が
75
歳
に
到
達
す
る
16
年
後
の
２
０
２
５
年
が

高
齢
化
率
の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
。
将
来
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
、
今
か
ら
不
安
を
覚
え
る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
16
年
後

ど
こ
ろ
か
今
の
今
、
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
人

が
い
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者
が
仙
北
市

に
１
３
０
人
も
い
る
と
い
う
。「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
た
ざ

わ
こ
清
眺
苑
の
民
営
化
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
転
換
期
を
む

か
え
た
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
各
会
派
代
表
に
よ

る
座
談
会
を
特
集
し
た
。

い
た
と
聞
く
。

選
定
に
お
い
て
組
織
、
財

政
、
実
績
な
ど
総
合
的
な
採

点
方
式
で
選
定
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
こ
れ
で
は
地
元
業
者

は
勝
て
そ
う
に
な
い
し
、
育

た
な
い
。

（
浅
利
）
地
元
業
者
を
育
て

る
意
味
で
は
工
夫
が
必
要
だ

が
、
地
元
に
限
定
せ
ず
に
競

い
合
う
こ
と
は
間
違
い
で
は

な
い
と
思
う
。

（
田
口
喜
）
市
民
は
な
ぜ
民

営
化
が
必
要
か
よ
く
理
解
で

き
て
い
な
い
。
関
係
者
に
は

説
明
し
た
よ
う
だ
が
、
市
民

に
対
す
る
説
明
は
病
院
問
題

（
沢
田
）
仙
北
市
と
し
て
、

初
の
大
き
い
行
政
改
革
だ

が
、
清
眺
苑
の
取
組
み
に
つ

い
て
意
見
・
要
望
等
を
伺
い

た
い
。

（
安
藤
）
清
眺
苑
は
平
成
22

年
に
建
設
す
る
構
想
が
あ
っ

た
。
老
朽
化
が
著
し
く
、
維

持
補
修
費
が
嵩
ん
で
い
た
の

で
取
り
組
み
と
し
て
は
タ
イ

ム
リ
ー
な
時
期
と
思
う
。

（
小
林
）
今
回
の
民
営
化
は
、

地
元
業

者
が
受

け
皿
に

な
っ
て

進
ん
で

と
同
様
に
不
足
し
て
い
る
。

（
浦
山
）
清
眺
苑
の
入
所
者

の
大
半
は
田
沢
湖
市
民
で
あ

る
。
２
～
３
年
後
に
移
転
改

築
の
計
画
が
あ
る
と
い
う

が
、
計
画
に
仙
北
市
市
議
会

の
意
見
が
反
映
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
と
思
う
。

（
田
口
勝
）
仙
北
市
の
財
政

か
ら
い
っ
て
、
直
営
の
運
営

は
無
理
だ
。
今
後
は
民
間
の

運
営
に
切
り
替
え
る
べ
き

だ
。

　

基
本
方
針
は
定
ま
っ
て
い

る
が
、
仙
北
市
の
老
人
福
祉

行
政
の
全
体
構
想
が
不
十
分

な
中
で
の
取
組
み
と
い
え

る
。
社
協
の
位
置
づ
け
が
問

題
だ
。

な
ぜ
民
営
化
が

必
要
か
？

（
沢
田
）
市
民
は
将
来
の
老

人
福
祉

サ
ー
ビ

ス

に
、

不
安
も

あ
る
が

期
待
も
大
き
い
と
思
う
。
皆

さ
ん
は
ど
ん
な
「
カ
タ
チ
」

が
仙
北
市
の
理
想
と
思
い
ま

す
か
。

（
浦
山
）
直
営
か
ら
民
間
へ

移
行
す
る
が
、
行
政
が
ど
こ

ま
で
関
り
を
持
つ
か
、
チ

エ
ッ
ク
で
き
る
か
が
心
配

だ
。

　
「
カ
ネ
も
口
も
出
す
」
と

い
う
権
能
を
一
定
期
間
も
て

る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

（
田
口
喜
）
民
間
移
譲
す
る

と
行
政
は
直
接
関
与
で
き
な

い
と
思
う
。
今
後
は
「
民
間

で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
」

が
基
本
に
な
る
。
私
は
大
仙

市
の
よ
う
に
「
公
設
民
営
」

が
理
想
と
思
う
。

（
小
林
）
問
題
は
民
営
化
さ

れ
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
現
行
ど

お
り
維
持
で
き
る
か
だ
。
特

に
入
所
料
金
な
ど
基
本
部
分

が
ど
う
な
る
か
不
安
が
あ

る
。

（
浅
利
）
移
転
新
築
ま
で
は

入
所
料

は
直
営

時
と
変

わ
ら
な

い
が
、

新
築
に
な
る
と
相
部
屋
方
式

か
ら
個
室
方
式
に
切
り
替
わ

り
、
入
所
料
金
が
値
上
げ
と

な
る
な
ど
負
担
が
増
え
る
。

（
安
藤
）
建
物
の
所
有
は
仙

北
市
で
、
運
営
は
福
祉
法
人

と
い
う
「
公
設
民
営
」
の
場

合
は
、
国
・
県
の
補
助
金
は

ど
う
な
る
か
。
ま
た
こ
れ
ま

で
臨
時
で
雇
用
さ
れ
て
き
た

人
は
、
正
社
員
化
す
る
話
だ

が
実
現
可
能
だ
ろ
う
か
。

（
田
口
勝
）
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
い
う
施
設
は
、
今

後
直
営
方
式
は
あ
り
え
な

い
。

　

仙
北
市
が
総
合
的
な
計
画

を
も
っ

て
民
営

化
を
進

め
る
べ

き

だ
。

パ
ー
ト
の
社
員
化
は
業
者
と

協
定
を
結
ぶ
べ
き
だ
。

民
営
化
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
？

（
沢
田
）
民
営
化
さ
れ
、
新

築
す
る
と
入
所
料
金
が
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
が
、
選
択
出

来
る
カ
タ
チ
が
望
ま
し
い
。

そ
ん
な
意
見
が
反
映
で
き
る

か
心
配
だ
。
と
こ
ろ
で
民
営

化
す
る
こ
と
で
仙
北
市
の
経

費
は
ど
の
程
度
削
減
さ
れ
る

だ
ろ
う
か
。

（
浦
山
）特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
清
眺
苑
と
桜
苑
、
老
健
施

設
に
し
き
園
の
会
計
は
仙
北

市
介
護
保
険
特
別
会
計
だ
。

職
員
は
他
の
施
設
や
部
署
に

異
動
す
る
の
で
介
護
収
入
の

あ
る
と
こ
ろ
に
移
動
す
る
職

員
の
給
与
額
は
変
わ
ら
な

い
。

　

臨
時
職
員
分
の
人
件

費
、
維
持
補
修
費
も
削
減
と

な
る
。
こ
こ
三
年
間
の
一

般
会
計
か
ら
繰
出
し
て
い

る
金
額
は
二
三
〇
〇
万
～

二
八
〇
〇
万
円
だ
が
、
こ
の

分
は
削
減
で
き
る
と
当
局
は

試
算
し
て
い
る
。
13
億
円
を

想
定
し
た
建
設
費
が
か
か
ら

な
い
。

必
要
な
地
元
業
者
の
育
成
？
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で
職
員
の
配
置
換
え
が
伴
う

が
、
同
じ
介
護
員
で
あ
っ
て

も
給
与
体
系
が
違
う
。
桜
苑

は
一
般
職
で
あ
り
、
清
眺
苑

は
技
術
職
と
な
っ
て
い
る
。

全
く
同
じ
仕
事
を
し
て
も
処

遇
に
格
差
が
あ
る
。
格
差
解

消
は
大
き
な
課
題
だ
。

（
浅
利
）
田
沢
湖
高
原
に
あ

る
清
眺
苑
の
移
転
改
築
先
は

田
沢
湖
周
辺
と
説
明
が
あ
っ

た
。
環
境
は
重
ん
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
入
所
者
の

家
族
や
勤
務
す
る
職
員
の
通

勤
等
を
考
え
る
べ
き
だ
。
内

陸
線
存
続
に
あ
っ
て
は
、
沿

線
振
興
計
画
が
話
し
合
わ
れ

た
。
そ
の
沿
線
に
福
祉
施
設

を
集
積
し
た
ら
ど
う
か
。

（
田
口
喜
）
現
在
入
所
待
機

者
が
１
３
０
人
も
い
る
。
正

直
言
っ
て
今
す
ぐ
入
所
施
設

今
後
、

在
宅
介
護
で

対
応
で
き
る
か
？

（
沢
田
）
仙
北
市
の
老
人
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
の
方
向

は
在
宅
介
護
が
中
心
に
な
る

が
、
条
件
整
備
が
必
要
に
な

る
と
思
う
。
今
後
の
見
通
し

等
を
含
め
て
伺
い
た
い
。

（
田
口
勝
）
行
革
特
別
委
員

会
へ
の
説
明
で
は
、
寿
楽
荘

に
つ
い
て
今
年
度
中
に
方
向

付
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
残
る
桜
苑
、
に
し
き
園

の
民
営
化
は
、
平
成
24
年
度

ま
で
を
期
限
と
し
て
い
る
。

清
眺
苑
は
モ
デ
ル
で
あ
り
、

問
題
点
等
を
洗
い
ざ
ら
い
出

し
て
、
今
後
の
福
祉
計
画
に

意
見
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。

（
小
林
）
清
眺
苑
の
民
営
化

が
必
要

な
の
で

あ
る
。

直
営
か

民
間
か

の
方
向
付
け
は
良
い
が
、
現

実
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
消

す
る
か
。
在
宅
介
護
を
押
し

付
け
る
前
に
、
家
族
が
納
得

で
き
る
よ
う
な
具
体
策
が
必

要
で
な
い
か
。

（
安
藤
）
在
宅
介
護
し
た
く

と
も
仕

事
の
関

係
や
住

宅
事
情

に
よ
っ

て
不
可
能
な
人
も
い
る
と
思

う
。
し
た
が
っ
て
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
施
設
に
預
け
る

人
も
増
え
て
い
る
。
施
設
や

住
宅
の
改
修
支
援
な
ど
具
体

的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
老
人
居
室
整
備
資
金

貸
付
に
し
て
も
限
度
額
を
改

正
す
る
な
ど
、
整
備
し
や
す

い
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
先

決
だ
。

自
由
に
選
択

で
き
る
制
度
に

（
沢
田
）
将
来
の
老
人
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
何
か
寂
し
い
気
が
す

る
。
希
望
を
見
出
す
よ
う
な

お
話
を
ど
う
ぞ
。

（
浦
山
）
い
ず
れ
施
設
、
在

宅
ど
ち

ら
に
し

て
も
介

護
が
必

要
な
時

が
誰
に
も
訪
れ
る
。
そ
の
対

応
に
格
差
が
あ
っ
て
は
ま
ず

い
。
被
介
護
者
や
そ
の
家
族

が
自
由
に
選
択
で
き
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
構
築

す
る
に
は
、
国
、
県
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
仙
北
市
も
重
点

的
な
財
政
措
置
が
必
要
で
あ

り
、
議
会
は
も
っ
と
意
識
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
小
林
）
財
政
難
を
理
由
に

民
間
移
譲
し
て
、
入
居
者
お

よ
び
家
族
に
負
担
を
及
ぼ
す

よ
う
で
は
、
仙
北
市
の
福
祉

は
万
全
で
は
な
い
。
財
政
の

効
率
化
を
考
え
る
な
ら
、
今

後
は
町
内
会
単
位
で
キ
メ
細

や
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
打

ち
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
支
援
を
考
え
た
ら
ど
う

か
。

（
安
藤
）「
合
併
特
例
債
は
利

用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

質
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当

局
は
「
実
質
公
債
費
比
率
が

20
・
２
％
を
超
え
て
い
る
の

で
、
む
や
み
に
特
例
債
は
利

用
で
き
な
い
」

と
答
え
た
。

福
祉
は
最
も

身
近
な
も
の

で
あ
り
人
助

け
で
あ
る
。
政

治
決
断
で
き

な
け
れ
ば
問

題
は
解
消
し

な
い
。
今
後
、

議
会
が
求
め

な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
田
口
喜
）
例
え
ば
施
設
を

新
た
に
建
設
す
る
と
す
れ
ば

10
億
円
以
上
は
か
か
る
。
し

か
も
運
営
経
費
も
か
か
る
。

こ
れ
ら
を
民
間
負
担
に
任
せ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
考

え
る
と
削
減
で
き
た
経
費
分

を
福
祉
事
業
重
点
に
充
当
し

た
ら
と
思
う
。
い
ず
れ
お
金

の
使
い
方
に
よ
っ
て
、
よ
り

良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
実
現

で
き
る
。

（
浅
利
）
田
口
喜
議
員
が
言

う
と
お
り
だ
。
こ
れ
を
「
制

度
化
」
あ
る
い
は
「
条
例

化
」
す
る
こ
と
で
、
仙
北
市

の
高
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

に
な
る
と
思
う
。
議
会
の
今

後
の
大
き
な
役
割
と
心
得
て

い
る
。

（
田
口
勝
）
福
祉
を
自
分
の

問
題
と
と
ら
え
、
議
会
全
体

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
誰

か
が
言
っ
て
い
た
が
、
町
内

会
単
位
で
取
組
む
、
き
め
細

か
さ
の
対
応
が
必
要
だ
。
隣

近
所
の
元
気
な
お
ば
さ
ん
が

「
下
駄
は
き
ヘ
ル
パ
ー
」
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
そ
う
だ
。

（
沢
田
）
考
え
て
み
る
と
仙

北
市
に
大
き
な
企
業
が
来
る

わ
け
は
な
い
。
ま
た
若
い
人

の
働
く
場
所
を
確
保
す
る
に

も
限
度
が
あ
る
。な
ら
ば「
日

本
一
の
福
祉
の
ま
ち
」
を
目

指
し
、
若
い
人
達
が
少
し
で

も
良
い
条
件
で
、
福
祉
事
業

に
従
事
で
き
る
仕
組
み
を
考

え
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
の

方
向
に
向
か
っ
て
議
会
は
今

ま
で
以
上
に
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
と
思
う
。
こ
れ
で
座

談
会
を
閉
じ
ま
す
。

民間施設の清流苑

平成 24 年度まで民営化予定の
かくのだて桜苑


